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せたな町医療等対策審議会は、平成29年1月23日に諮問された「新せたな町立国保病院改

革プラン」について、これまで3回の審議会を開催し慎重審議を重ねてまいりました。その結果

について、まとまりましたので下記のとおり答申します。

記

新せたな町立国保病院改革プランについて

平成20年度に策定された「せたな町立国保病院改革プラン」により、一次医療の提供や

救急告示病院として、24時間365日の救急患者の受け入れ体制を維持されてきた経緯が

ある中で、今後のせたな町の医療体制を考えた時に、人口減少や深刻な高齢化、地方交付税

の一本算定による減少のほか、医療スタッフ確保の課題や公立病院に対する普通交付税の算

定が平成27年度から許可病床数から稼働病床数に見直されたことにより、厳しい経営状況

が見込まれることを認識したところであります。

せたな町における必要な医療体制の確保を図っていくため、新公立病院改革ガイドライン

の基本的な考え方に基づき、次の提言をいたします｡

(1)せたな町立国保病院の役割の明確化

町内唯一の救急告示病院としての救急医療並びに一次医療の提供体制を､民間医療機関と

の連携を図りながら、今後も堅持していただきたい。

医師･看護師等の医療スタッフの確保が厳しい状況下は十分理解しながらも、町民の命と

健康を守る病院が果たさなければならない役割は､患者･家族を第一に考えた病院運営です。

高齢化が顕著に進む当町において、終末期を住み慣れた地域で安心して迎えたい思いは、

全町民の願いであります。

そのことを十二分に受け止めていただき、患者･家族を第一に考えた病院運営を目指して

いただきたく、次の内容について重点的に取り組むことを提案いたします。

①医師、看護師等の医療スタッフの確保及び患者・家族を第一に考えた病院運営を目指す

ための組織体制の構築。

②在宅、町内介護保険サービス事業所における終末期医療への対応。

(2)経営の効率化

北海道地域医療構想において､北渡島檜山圏域で病床数や病床機能の見直しが図られるこ

とが想定されていますが、当町の病床利用率が低水準で推移している実情であることから、




